設計上の工夫による快適な教室内環境の形成の可能性（<企画特集>教室の温熱環境を考える : 普通教室への空調設備導入はじまる） by 飯野, 秋成 & 飯野, 由香利
の工夫による快適な教室内環境の1
形成の萄能性
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オープンスペース なし あり (奥行き7m)
バルコニー なし あり (奥行き3m)
屋上プール なし あり
体育館の位置 一階 2階 (一階は駐車場)
蕊 単板ガラス 複層 (ペア)ガラス
腰高までの窓 掃き出し窓
天井面 木毛セメント板 板張り (隙間有り)
教室の暖房方式 ポッ ト式灯油ストー ブ FF式ガスス トー ブ
暖房の設置個所 窓側前部 教室窓側後部に1台
オープンスペースに一台
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冷房ON時
図7 夏季における冷房の稼働状況別にみた大学講義室内の温度分布
室温(oC)
Al □29-30
ロ28-29
U27-28
ロ26丁-27
□25-26
E]24-25
E]23-24
団22-23
121-22
■20-21
教室の温熱環境
集
さらに､学習効率の観点からも､過剰な暖房や冷房は
緊張感のゆるみや眠気､および冷房病などを引き起こ
す可能性があり､も必ずしも学習効率の向上につながる
とは限らない｡また､校舎の断熱 ･気密性の確保なし
に安易に空調機器を導入すると､単にエネルギー消費
量が増大するばかりである｡ これはヒートアイランド
現象を助長する-危険性もはらんでいる｡
児童 ･生徒の心身の成長過程において､外部環境に
対して閉じられ､負荷や刺激の全くない環境が果たし
てよいのであろうか｡暑い時には暑いと感じ､寒い時
には寒いと感じさせることにより､時に昼発汗や皮膚
血管の収縮や拡張などの生理的な体温調節機能にはた
らきかけることも大切なことなのではないか｡さらに､
温度変化に対する被服の着脱や､運動による代謝量の
増減などの自己環境管理能力を身につけることは､地
球環境問題に直面していく子供たちにとって不可欠な
ことではないか｡最低限､教室環境が児童 ･生徒にと
って非常に不快であったり健康を害したりすることの
ないようにしなければならないが､外部環境が特に劣
悪でない限り､校舎の形態などを工夫し､また断熱 ･
気密性の向上に努めることによって､空調などは補助
的に使用する程度で済むのではないか｡ここに報告し
たS小学校は､学校の設計において環境工学的な配慮や
工夫がなされたことによって教室環境の快適性が高ま
った､一つの注目すべき事例と言えよう｡
亡--
芋`を務わ凄い八ば､題しまゼん〃
■テラオカの衛生管理用自動 ドア
寺岡オー トドアは､このコンセプ トの基に､
衛生管理用自動 ドアを開発しました｡学校給
食センター ･食材メーカー工場 ･医薬品メー
カー工場などで､手洗い消毒器と連動して入室
管理を行い､ ｢0-157対策｣をはじめ
とする生産環境の衛生管理に､日々活躍して
おります｡
◎カタログ資料のご請求は､下記にお願いいたします｡
寺岡井-トドア株式会社
TEL.03-3758-3531
FAX.03-3758-3903
仙p:〟www.teraoka-autodoor.co･jp
schoo一Ame叫 2003.5 71
